
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主の祈り C（讃美歌２１ ９３－５－C） 

司式者） 天の父 

一  同） わたしたちの父よ， 

み名があがめられますように。 

あなたの国が来ますように。 

みこころが天と同じく地でも行われますように。 

きょうのパンを きょうお与えください。 

わたしたちの負い目をおゆるしください。 

わたしたちも負い目をゆるし合います。 

わたしたちを誘惑におちいらせず， 

かえって悪からお救いください。 

国も力も栄えも、限りなくあなたのものです。ア－メン 

聖 書 ヨハネによる福音書１６章 12～２４節 

12 言っておきたいことは、まだたくさんあるが、今、あなたがたには理解できない。 

13 しかし、その方、すなわち、真理の霊が来ると、あなたがたを導いて真理をこ

とごとく悟らせる。その方は、自分から語るのではなく、聞いたことを語り、また、

これから起こることをあなたがたに告げるからである。 14 その方はわたしに栄

光を与える。わたしのものを受けて、あなたがたに告げるからである。 15 父が

持っておられるものはすべて、わたしのものである。だから、わたしは、『その方

がわたしのものを受けて、あなたがたに告げる』と言ったのである。」 

悲しみが喜びに変わる 

16「しばらくすると、あなたがたはもうわたしを見なくなるが、またしばらくすると、

わたしを見るようになる。」 17 そこで、弟子たちのある者は互いに言った。「『し

ばらくすると、あなたがたはわたしを見なくなるが、またしばらくすると、わたしを

見るようになる』とか、『父のもとに行く』とか言っておられるのは、何のことだろ

う。」 18 また、言った。「『しばらくすると』と言っておられるのは、何のことだろう。

何を話しておられるのか分からない。」 19 イエスは、彼らが尋ねたがっているの

を知って言われた。「『しばらくすると、あなたがたはわたしを見なくなるが、またし

ばらくすると、わたしを見るようになる』と、わたしが言ったことについて、論じ合っ

ているのか。 20はっきり言っておく。あなたがたは泣いて悲嘆に暮れるが、世は

喜ぶ。あなたがたは悲しむが、その悲しみは喜びに変わる。 21 女は子供を産

むとき、苦しむものだ。自分の時が来たからである。しかし、子供が生まれると、

一人の人間が世に生まれ出た喜びのために、もはやその苦痛を思い出さない。 

22 ところで、今はあなたがたも、悲しんでいる。しかし、わたしは再びあなたがた

と会い、あなたがたは心から喜ぶことになる。その喜びをあなたがたから奪い去

る者はいない。 23 その日には、あなたがたはもはや、わたしに何も尋ねない。

はっきり言っておく。あなたがたがわたしの名によって何かを父に願うならば、父

はお与えになる。 24 今までは、あなたがたはわたしの名によっては何も願わな

かった。願いなさい。そうすれば与えられ、あなたがたは喜びで満たされる。」 

 

 

 

 

2026年 5月 10日 復活節第６主日 礼拝次第 

母の日全体主日礼拝 

前  奏      （黙 想） 

招きの言葉    創世記１８章 13～14節(旧約 23㌻） 

讃  美  歌     ３９４（信仰うけつぎ）  

主の祈 り     ＜C＞（讃美歌９３－５） 

詩 編 交 読  詩１５編 1～5節（交読詩編 19㌻） 
聖  書    ヨハネによる福音書１６章 12～２４節（新約 200㌻） 
祈     祷    

讃  美  歌  ５４０（主イエスにより） 

説     教  「しばらくすると」  田中雅弘牧師 
子どもの教会リーダー任職式 
讃  美  歌  ４８４（主われを愛す） 
信 仰 告 白  使徒信条＜B＞（讃美歌９３－４）  

献      金    

讃  美  歌   ８８（こころに愛を） 

派 遣 祝 福 

後    奏     (黙 想) 

報     告 

※讃美歌は原則として全節を歌います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

讃美歌３９４番 

１ 信仰うけつぎ、試練に耐えて、 

  今、わが心に 喜びあふれる。 

 （くりかえし） 

  信仰うけつぎ、今日も進み行こう。 

２ 信じて祈れば 世界は主に帰し、 

  真理はわれらに 自由を与える。 

３ 敵を愛された 主イェスに従い、 

  愛のはたらきで 主を宣べ伝えよう。 

讃美歌８８番 

心に愛を 豊かにみたし 

日ごとのわざに つかわしたまえ 

讃美歌５４０番 

１ 主イェスにより 結ぶ愛は、 

  心もおもいも ひとつにする。 

２ 神の前に 祈るときは、 

  恐れも望みも ひとつになる。 

３ 共に嘆き、共に泣いて 

  互いの重荷を 担い合おう。 

４ 別れるとき 寂しくても 

  また会う時まで 祈り合おう。 

５ 罪とうれい 無いみ国の 

  尽きない交わり 望み待とう。 

 

讃美歌 ４８４番 

１ 主われを愛す、主は強ければ、 

  われ弱くとも 恐れはあらじ。 

 （くりかえし） 

  わが主イェス、わが主イェス、 

  わが主イェス、われを愛す。 

２ わが罪のため さかえをすてて、 

  天よりくだり 十字架につけり。 

３ みくにの門を ひらきてわれを 

  招きたまえり、いさみて昇らん。 

４ わが君イェスよ、われをきよめて、 

  よきはたらきを なさしめたまえ。 


